
　東武スカイツリーライン竹ノ塚駅付近連続立体
交差事業は、ご利用の皆様や沿線にお住いの皆様
のご協力の下、平成２８年５月２９日の始発電車よ
り、高架橋上の新しい下り急行線の使用を開始いた
しました。
　鉄道の高架化により、踏切により分断されていた
街の行き来が自由になることはもちろん、災害時に
おける緊急輸送路が確保される等の効果も期待さ
れます。
　今後は工事も新たな段階に入り、残る３線の高架
橋工事にとりかかるとともに、踏切や駅の改札・ホー
ム等も工事に合わせて様々に変化してまいります。
　駅をご利用になる皆様、沿線にお住いの皆様に
は、引続きご不便、ご迷惑をお掛けいたしますが、安
全最優先で早期完成を目指しておりますので何卒
ご理解賜りますようお願いいたします。
　竹ノ塚連立は足立区が、野田連立は千葉県が、と
うきょうスカイツリー連立は墨田区がそれぞれ施行
する都市計画事業です。東武鉄道ではこれに協力
し、工事を推進しています。
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　新しい下り急行線は、西新井～竹ノ塚駅間の栗六陸橋（補助260号線）付近から高架橋へと上り、
竹ノ塚駅の南北にある2つの踏切と立体交差した後、竹ノ塚～谷塚駅間にて既設下り急行線へと接続
する延長約1.2ｋｍの高架線路です。

今回高架化された下り急行線の概要

　平成28年5月29日午前5時22分、下り急行線始発電車が新しく使用開始となった

高架橋へと上って行きました。

　平成24年11月より工事に着手し、約3年半での1線高架化となりました。

　今後も、残る3線の高架化に向けて安全かつ迅速に工事を進めてまいります。

下り急行線高架橋使用開始
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　レールとは、列車の走行路であるとともに、列車が進む方向を決める案内路であり、左の写真にある鋼製の
レール２本を平行に並べて使用します。レール１本当たりの標準長さは２５ｍ（これを定尺（ていじゃく）レールと
いいます）であり、これをつなぎ合わせていきます。鉄でできているレールは温度により伸び縮みするため、継目
（つぎめ）には隙間を設けてそれを吸収するようにしています。しかし継目はどうしても騒音・振動の発生源となっ
てしまうことから、継目を溶接する方法が考え出されました。１本の長さが２００ｍ以上になるものをロングレール
と呼び、騒音・振動を低減し、列車の乗り心地を向上できるため、新しい下り急行線にも採用しています。ロング
レールは定尺レールに比べ、温度による伸び縮み量が大きいため、始終端部には伸縮継目（しんしゅくつぎめ）と
呼ばれる継目が使われています。
　また、レールは１ｍ当たりの重さや形により分類されています。東武鉄道では５０ｋｇＮレールという１ｍ当たり約５
０ｋｇのレールを主に使用していますが、今回の高架軌道では６０ｋｇレールという一回り大きく重いレールを採用し
ています。レールの重量が増えるほど電車の走行が安定することから、騒音・振動を抑制する効果が期待されます。

　軌道（きどう）とは、鉄道の線路のうち、レール、枕木（まくらぎ）、レールを枕
木に固定する締結装置（ていけつそうち）ならびに道床（どうしょう）などを総称
したものです。
　道床はレール・枕木を支え、走行する列車の重量を地盤に伝える役目があり、
軌道には道床の構造によりいくつかの種類があります。
　現在の竹ノ塚駅付近には、道床に砂利（バラスト）を使った「バラスト軌道」と
呼ばれる軌道が使われていますが、今回の高架軌道には「弾性枕木直結軌道
（だんせいまくらぎちょっけつきどう）」と呼ばれる道床がコンクリートで、道床
と枕木の間にゴムをはさんで枕木を支える軌道を採用しました。弾性枕木直結
軌道は、騒音・振動の低減効果があるほか、列車の走行により生じる軌道の状態
変化が少ないなどの利点があります。

　弾性枕木直結軌道では、道床をコンクリートとしているた
め道床としてのバラストは不要ですが、今回の高架軌道には、
通常のバラストより細かい消音バラストを散布して、騒音の
低減を図っています。
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この印刷物は、FSC 認証用紙・植物油インキを使用し、グ
リーンプリンティング認定工場で印刷しています。また、こ
の紙は印刷用の紙に再生できます。

平成28年3月に、都内２例目となる
区施行連続立体交差事業が都市計画
決定になりました。

東武スカイツリーライン
　（とうきょうスカイツリー駅付近）
                    　連続立体交差事業

・事業主体：墨田区

・事業区間：約0.9㎞

・除却する踏切：1か所

・立体化方式：鉄道高架化

　今後、墨田区において早期事業化
を目指し、都市計画事業認可手続き
を進めていく予定です。
　本事業では留置線も併せて高架化
することで、鉄道による地域分断の解
消と共に、まちの新たな顔づくりも計
画されています。

引続き野田市内連続立体交差事業を推
進します。

・事業主体：千葉県
・事業区間：清水公園～梅郷間　約2.9㎞
・除却する踏切：11か所

今後全区間にわたり仮線に切替え、早期
高架化を実現し、踏切除却を目指します。

　枕木は、レールの間隔（これを軌間（きかん）といい、東
武鉄道の軌間は１，０６７ｍｍとなっています）を一定に
保ったり、レール上を走る列車の重量を分散させて道床
に伝えるなどの役割があり、通常レールに直角に配置し
ます。
　枕木という名前は、レールの「枕」になるものを木材で
作っていたことから名付けられましたが、現在はコンク
リート製のＰＣ枕木（ぴーしー　ＰＣはプレストレストコン
クリートの略）が主流となっており、木製の枕木は少なく
なってきています。
　ＰＣ枕木は、木製の枕木に比べて軌道の状態変化が少
なく、寿命も長いという特徴があり、新しい下り急行線も
ＰＣ枕木を採用しています。

　ＰＣ枕木にも種類があり、用途により様々な形があり
ます。
　下の写真奥の太く短い枕木は弾性枕木直結軌道用、
手前の細長い枕木はバラスト軌道用です。
　ＰＣ枕木の重量は重く、奥の枕木は約２５０ｋｇ、手前の
枕木は約１８０ｋｇで、木製枕木の約３～４倍あります。

違　　い　　が　　あ　　り　　ま　　す

　５０ｋｇＮレールと６０ｋｇレールでは重さが１ｍ当
たり約１０ｋｇも違います。
  並べると、大きさの違いがよくわかります。

　ロングレールの温度変化による大きな伸縮
に対応するための継目であり、レールが重なり
合うように繋がっています。

比　べ　て　み　る　と　？ 伸　　縮　　継　　目
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新しい下り急行線の一部を
ご紹介します！！

新しい下り急行線の一部を
ご紹介します！！


